
皆さん、こんにちは、近藤でございます。

1



2024年度の経営計画をご説明させていただきます。この2024年度から3年間が次の新

しい中期計画ということになります。

本日は、2024年度の経営計画ということで説明をさせていただき、5月23日に中期経

営計画について説明会を開催させていただきたいと考えております。
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それでは2024年度の経営計画についてご説明をいたします。
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まず最初に2024年度の市場の環境ですが、政治経済情勢も先行き不透明な状況に

なっております。そういう中で今回の経営計画の前提として、どのように市況を見ている

かご説明したいと思います。

まずプラント関係、エネルギーセグメントの再生可能エネルギー、データセンター、半導体

工場、設備丸ごとの案件、あるいはインダストリーセグメントのプラントシステム案件の設

備投資もそこそこ堅調に推移すると見ています。

一方でコンポーネントは、器具は第2クォーターから、FAと半導体の産業向けは下期から

市況回復を織り込んで今回の計画としています。

電動車向け、あるいは再生可能エネルギー向けのパワー半導体は引き続き堅調を維持

すると見ています。食品流通の自動販売機もほぼ前年並みと考えております。ただ店

舗流通は昨年度、コンビニエンスストアのカウンター機器に大口案件があった影響で、そ

の穴埋めが難しいと考えています。
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通期の連結業績の概要をご説明します。

対前年増収増益ということで売上高は対前年で108億増の1兆1140億、営業損益は

29億増の1,090億、営業利益率は9.8%です。

為替レートはUSドルで140円で、ここ数日の155円前後の推移から見ると保守的ですが、

今後いろんな形で動くだろうということで140円で見ています。

当期利益は11億増の765億を計画しております。ROEが12.3%、ROICは中期計画の

時にもう少し詳しくご説明をしたい思っていますが、我々としては投資効率・資本効率を

考え10%以上を堅持した上で成長投資をする、という考え方に基づきオペレーションして

いきたいと考えています。

2024年度はROICは10.6%を計画しています。当期利益等々の積み上げで自己資本

比率は49.3%、ネットD/Eレシオは0.2倍です。
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営業損益の増減分析です。

固定費増は人的投資を加速するということ。それから研究開発費・資本費の増、成長

と分配をしっかり好循環で回していきたいということで増えています。

それを物量生産増、あるいはコストダウンで打ち返して増益を計画しています。

7



通期のセグメント別の売上高営業損益です。

全セグメントで増益ということで、引き続き四つの主要なセグメントでは営業利益率8%

超を計画しています。
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通期の受注高は1兆1,100億円ということで、対前年横ばいと見ています。

大きな影響として一番下に書いてありますが、前年度の大口案件ということで、発電プ

ラントあるいは社会ソリューション、設備工事で500億を超える大口の案件があったとい

うことで、これをその上にある成長領域による事業拡大と、産業向けのコンポーネントの

市況回復などを織り込み横ばいという計画になっています。

特にコンポーネント系は第2クォーターあるいは下期からの改善を盛り込み、半導体の電

装で190億、産業で77億、器具・FAでそれぞれ100億を超える対前年受注増を計画し

ています。

9



セグメント別の業績の概況と重点施策をご説明します。

まずエネルギーです。売上高は対前年52億増の3,480億円ということで、一つは器具の

回復を織り込んでいます。

加えて営業損益では、物量増効果と原価低減によって増益を計画しています。重点施

策としては再エネ関連、特に蓄電システム等々が非常に伸びてくる。発電プラントとエネ

ルギーマネジメントを統合した効果をしっかりと出していきたいと思っています。

データセンター、半導体工場向けの電気設備丸ごとビジネスは引き続き好調と見ており、

ここでの受注拡大を図りたいと思ってます。また器具は基幹製品の新製品投入を進め

ます。

続いてインダストリーです。インダストリーは売上高は対前年で59億マイナスで4,140億を

計画しています。設備工事で前年に大口の案件が入っていた影響があり、それを除けば

対前年増収となります。

FA関連およびITソリューションの物量増効果と原価低減を織り込み増益を計画をして

います。重点施策としては低圧インバータを中心に地産地消を更に強化し、各地域での

リードタイムの短縮や原価低減を図ります。

またインドを中心とした海外事業の拡大ということで、インドは対18年で2023年度5倍

以上売上高が伸長しています。さらにここを強化をしていきたいと考えてます。

さらにデジタルの活用ということで、製造ソリューションを強化していきたいと考えています。
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半導体は売上高は対前年170億増の2,450億。電動車向けのパワー半導体の需要増

加で増収を計画をしています。

また生産能力増強に伴い資本費が増加しますが、物量増で打ち返し営業損益もプラ

スを計画しています。重点施策としては、電動車向けあるいは再生可能エネルギー向け

のパワー半導体の需要が拡大しますので、引き続き生産能力をしっかりと増強します。さ

らに2024年度はいよいよSiCの本格量産ということで売上を拡大していきたいと考えて

います。

食品流通は2023年度に店舗のカウンター機材の大口案件があったということで、売上

高は53億マイナスの1,020億です。店舗流通もカウンター機材の大口案件影響を除け

ば増収という形になっています。

営業損益は原価低減の推進により増益を計画しています。今後は大幅な消費電力削

減を実現した自動販売機あるいは自然冷媒等を活用した環境対応のショーケース、こう

いったものを中心に高付加価値商材を通じて収益力の強化を図っていきたいと考えて

います。

また新分野への新商材の展開による事業拡大。これは次の中期計画で行っていく施策

と考えています。
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海外売上高は海外売上高比率が32%、売上高3,515億ということで、前中期経営計

画では海外売上高として1兆円の35%である3500億円を目指すなか、残念ながら

2023年度は3,324億にとどまりましたが、1年遅れで3,500億突破を計画しています。

ポイントは中国。対前年で118億増となっています。半導体は再生可能エネルギー向け

と電動車向けで案件が見えているということで増収を見込んでいますが、それ以外のコ

ンポーネントは対前年並みかあるいは少し弱含みと見ざるを得ない計画になっています。
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設備投資は対前年で379億増の1,062億を計画しています。

半導体を中心として成長分野に集中投資します。半導体のみならずインダストリー、エ

ネルギーのパワエレ関係でも生産能力増強、あるいは開発試験設備の導入などを計画

し対前年大幅増を計画しています。
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研究開発費は対前年で35億増の396億ということで、引き続きパワエレ関係、パワー半

導体に積極的な開発投資を行い、約全体の80%がパワエレとパワー半導体ということに

なっています。

ただ、先ほども申し上げた通り食品流通も新分野への新商材導入を計画し対前年増

額。共通部分でも2030年を見据えたグリーントランスフォーメーションに資するような新し

い商材とそのための基礎研究を含め、対前年増額を計画しています。
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貸借対照表は総資産は346億増の計画で主要因は設備投資による有形固定資産の

増加。2023年度に引き続き現金を絞って、有利子負債を絞るという形で進めていきた

い思っています。

利益剰余金の積み上げにより自己資本比率は49.3%、ネット有利子負債は対前年

ほぼ横ばいの966億、ネットでD/Eレシオは0.2倍を計画しています。
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営業活動によるキャッシュフローは、内部留保は順調に伸びると計画していますが、一

方で成長投資としての設備投資等を増やしていくということで、フリーキャッシュフローは

結果として300億円を計画をしています。

2024年度も昨年度に引き続き利益重視の経営にしていきたい。

次の3ヶ年の中期経営計画の中でも一貫して進めていきたいと考え、2024年度初年度

の計画としています。

私からの説明は以上です。
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